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女性にとって働きやすい 
職場環境づくりに取り組んでいますか？ 

　小委員会のメンバーは、入行5年目の女性から、産前休
暇や育児休業、育児時間の制度を利用した後、営業店に
復帰した女性、これまで女性の配属が少ないポジションで勤
務する女性など、総勢8名で活動しています。 

1.新入行員対象のアンケート調査を実施 
　アンケート調査の結果から、女性の8割が結婚しても仕事
を続けていきたいと希望していながら、実際には結婚を機に
多くの女性行員が退職していることが判明。その原因は、「周
囲の理解・協力が得られない」、「労働時間が長く、仕事と家
庭の両立が難しい」、「制度が利用しづらい」など、さまざま
ですが、今後これらを改善するために討議を進めていきます。 
 
2.「センスアップ講座」を開催！ 
　女性自身がキャリアについて考える機会を設けようと「ゆとり
プランセミナー『センスアップ講座』」を平成20年2月に開催。
　講師の有限会社キャップス・代表取締役の清水智子氏は、「女
性が働くことの意味、働く大人の女性の魅力」をテーマに、女性
のキャリアアップについて講演。受講者は110名を超え、受講
後のアンケートでは「前向きになれた」「これからの働き方に
ついて考える良い機会になった」など大変好評でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.女性がもっと働きやすく！ 各種制度への提案 
　「次の世代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つ環境
をつくる」ことを目的として制定された法律、「次世代育成
支援対策推進法」の行動計画に関する提言を行っています。 
　具体的には、再雇用制度の要件緩和や、子育て支援制度
の一環として、配偶者出産特別休暇制度、半日休暇制度の
新設を提言し、今後整備に向けた取り組みが進められます。 

　女性活躍推進委員会は、今後も女性活躍の場の拡充に向けて、
さまざまな活動を展開していきます。 
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多彩な取り組みで働く 
女性を応援！！ 

　平成18年12月、女性に積極的な活躍の機会を創り出し、
女性の声を経営に反映させることを目的として、「女性活躍
推進委員会」を発足。さまざまな取り組みを行っています。 
　体制面では、人事担当の専務取締役を委員長、人事部
長を副委員長に、本部の課長クラスや営業店の支店長、支
店長代理の８名で構成。さらに、多様なニーズを持つ女性の
声を幅広く吸収し、能力と意欲ある女性の活躍の場を広げ
るため、女性だけで会議を企画・運営する、小委員会を設け
ています。 

女性のパワーで、 
女性が働きやすい職場づくりを！ 
「女性活躍推進委員会」の活動 

学生とのコミュニケーションには 
どのような取り組みがありますか？ 

　当行では、就職活動を控えた大
学生に対し、就業体験機会を提
供する「インターンシップ」を実施し、
毎年各大学より十数名を受け入
れています。 

　コーオプ演習とは、企業が抱える課題に大学院生と学部生が一体と
なって取り組み、半年間かけてその解決をめざす教育プロジェクトです。 
　平成19年9月、ＣＳＲ室にて2チーム11名を2日間企業研修として受
け入れ、『滋賀銀行のＣＳＲにおける新たな企画』をテーマに、学生と活
発な意見交換を展開。 
　平成19年12月には、プロジェクトのまとめとして、2チームそれぞれが
学生ならではの自由な視点、発想で、当行のＣＳＲに対し新たな企画を
提案しました。 

　大学生への就職活動支
援として、約3,000名に対して、
広く金融業界、銀行業務に
ついて理解してもらうため、
本店と各大学において業界
研究セミナーを開催しています。
加えて、女性を対象とした女
性スタッフによる就職セミナー
を本店で開催するなど、女性
ならではの疑問・質問にもお
答えしています。 

インターンシップ生の 
受け入れ 

女性の働き方を考える 
女性セミナーの開催 

　小委員会は女性だけで会議を企画・運営し、当行の
女性がより一層輝くための施策について様々な提言を
行っています。イキイキとプロ意識をもって働く女性の増
加は、当行ファンになっていただけるお客さまの増加にも
つながると思いますので、今後も女性の真の声を吸収し、
多様な働き方ができる職場を作っていきたいと思います。 
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女性活躍推進委員会 
メンバーの声 
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女性活躍推進委員会の活動報告 

滋賀銀行の 
ＣＳＲについて考える 

～コーオプ演習生の受け入れ～ 

21世紀の課題とＣＳＲ経営をテーマに 
京都学生祭典「ＫＹＯ－ＳＥＮＳＥ勉強会」で 

高田頭取が講演 

　平成20年6月1 2日、キャンパスプラザ京都にて、京都学
生祭典実行委員の学生が運営する、環境に配慮したライフ
スタイルを提案するＫＹＯ－ＳＥＮＳＥプロジェクトの勉強会が
開催され、高田頭取（現会長）が講演しました。 
　高田頭取は、21世紀の課題として“平和と環境”を挙げ、
当行の「アジアビジネスを積極的に支援することによる、民
間ベースでの世界平和実現への取り組み」や、「省エネ活
動をはじめ、お金の流れを通じて地域の皆さまの環境保全
活動の支援に努める当行のＣＳＲ経営」について紹介。 
　学生らには、「“平和と環境”の課題解決には、若い力が
必要であり、それを当行もサポートしたい」と、京都学生祭典
の活動に対しての期待を述べました。 
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